
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

白神 優（しらかみ ゆう）

ソラリス
ノイマン

UGNチルドレンA

15

生誕

親戚と疎遠

嫌悪

仲間の死

中学3年生

男性

32

世鳴理 ねつき

0
0
4
4

1
0
0
0

0
1
0
0

1
1
4
4

26
6
6
11
22

2 1
1

UGN 1

　　 0

0 0

起源種
町のどこかにある遺産

日笠絆
風花空冬

好奇心
信頼
庇護

無関心
不安
不安

コネ：UGN幹部
コネ：研究者

コネ：噂好きの友人
コネ：要人への貸し

8 4

ワーディング

リザレクト

タブレット

多重生成

活性の霧

アドヴァイス

戦場の魔術師

元気の水

声無き声

★

0

3

2

5

5

2

★

★

-

1d10

2

3

3

4

3

-

-

オート

気絶時

オート

オート

セットアップ

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

至近

視界

-

至近

視界

シーン

自身

自身

自身

単体

単体

3体

単体

シーン（選択）

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

リミット

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

ソラリスのエフェクトを射程:視界に変更する。組み合わせた場合全てを変更する。1シーンに[Lv]回。

タブレットの効果を受けたエフェクトの対象を[Lv+1]体に変更する。シーンSL回まで

そのラウンドの間、対象が行う攻撃の攻撃力に+[SL*3]し、対象が行うドッジのダイスを-2個する。対象はこの効果を拒否できる

次に対象が行う判定のクリティカル値を-1（下限6）し、その判定のダイスを+Lv個する

《アドヴァイス》と組み合わせて使用する。組み合わせた判定の対象を3体に変更する。1シナリオ[Lv+1]回まで

☆モンエナ生成マシン☆

いわゆるテレパシー

「いくら私でも、治せる傷には限度があります。戦果を挙げるのは大いに結構ですが、あまり無理はしないようにしてください」

＜3行説明＞
真面目で若干毒舌なUGN医療班。戦闘では主に簡潔な応急処置と火力支援を行う。
見た目が華奢で髪が長めなためかよく女子に間違われる。
普段は淡々と接することや突っ込みに回ることが多いが、根の部分ではいつも支部員のことを気にかけている。

＜詳細設定＞
後方から戦闘員の支援を専門に行うUGNチルドレン。
生まれつきシンドロームを発症しており、物心つかないうちからUGNに預けられた。
レネゲイドウイルスの影響で髪や目にアルビノのような色素欠乏があり、目立つことを気にしている。
横の髪だけ何故か伸びるのが早く油断するとすぐ兎耳（っぽい何か）になってしまう。

言動はおおむね冷静で淡白なものだが、年相応に熱くなったり落ち込んだりするときもある（他人には極力見せないよう努力している）。
根はお人好しで素直。戦闘に対する士気や緊張感を保つため、あえてシビアな態度を取ることが多いというだけである。
白神をよく知るごく一部からは「本当は心配してくれてたんだろ？」「もっと素直になれよ」などとよくいじられる。
同い年の友人は多くも少なくもない程度。医療班というポジションに就いているためか知り合いならそこそこ多い。
プライベートでは一人称が「僕」になるなど若干態度が緩む。

コードネームは「痛かったら左手を挙げてください」と言うだけ言って左手を挙げても一瞥すらしないことへの皮肉や、
確かに処置をしてもらったはずなのに余計に痛くなった（気がする）こと、戦闘ではもっぱら火力支援ばかり行うことからつけられた。
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